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§１．研究成果の概要 
 

本研究ではカクテルパーティ効果に着目しその効果を享受しやすい音声処理を提案し、オンラ

イン話者とオフライン話者の音声の選択的聴取をしやすくするシステムを実現する。そのために、 

（1）3 次元中で音声を分離させるフィルタの作成、（2）音声インタフェースとなるハードウェアの準備

を行った。（1）では、選択的聴取性を向上させるために、オンライン話者音声とオフライン話者音声

が知覚される音源の位置を重複しないようにすることを目指す。そのためにまず、リアルタイムでオ

フライン話者の位置を推定する方法として、カメラを使用する方法やマイクだけを使用する手法の

候補として定めた。さらに、空間的にどの位置に音源をおくことで、選択的聴取性が高くなるかにつ

いての評価を行った。（2）については、本研究成果はスマートフォン等の端末に実装する。そのた

めに、使用する信号処理の規模に対応でき、映像と音声のずれを感じにくい 120 ms 以下の低レイ

テンシで信号処理を行える端末を選定した。 

 

 

 


